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栗田静枝の足跡
―我が国の診療情報管理の開拓者―

村井はるか 1)，高橋　正樹 2)

1)藤田医科大学医療科学部医療経営情報学科，2)公益信託栗田静枝診療録管理普及基金

診療情報管理（旧称診療録管理）とは，質の高い診療記録の作成を通じて診療情報を適切に収集，活
用し，医学・医療の質向上，医療機関の効率的経営，医療安全の向上等を目指す専門分野である．19
世紀後半から 20世紀初頭にかけ米国で誕生し，日本には第二次世界大戦後にもたらされた．そして日
本で初めて米国の学校で診療情報管理教育を受け，現在の日本の診療情報管理の礎を築き上げたのが栗
田静枝（1919–2011）である．

1．出生から留学まで
栗田は 1919（大正 8）年に生まれる．本籍は静岡県である．早くから東京都中央区に居住し同地域に
ある聖路加国際病院で手伝いをしていたと生前に述懐している．栗田は 1945 （昭和 20） 年に同院に入職
し，当時の病院長橋本寛敏の取り計らいにより，1954 （昭和 29） 年に米国カリフォルニア州にあるヘ
リックメモリアル病院診療記録ライブラリアン学校に特別学生として入学した．同校では約 1年間，診
療記録の管理手法を学び，修了後は職能団体の年次総会へも出席する等，学校教育，学術・研修活動を
直接経験した．

2．診療情報管理立ち上げ
栗田は 1956 （昭和 31） 年に帰国し聖路加国際病院診療記録管理主任として復職， 診療記録管理室を創
設し，疾病統計，手術統計作成といった診療情報管理の原点的業務を開始した．この頃，院内資料とし
て『病歴管理』，『研修医の手引き』内の「Summary Noteについて」を執筆し，院内での普及と教育の
役割を担っていた．また，外来診療記録について研修するため，1966（昭和 41）年再び短期間渡米した．

3．診療情報管理の教育と普及
1967 （昭和 42） 年，日本病院協会 （現日本病院会） に病歴研究会が設置された．これは実務者の技術

向上を目的としており，栗田はその企画，運営にあたった．この時期の栗田は院内での診療情報管理普
及に留まらず，研修会開催，日本病院会診療録管理通信教育委員会委員等を務め，診療情報管理の幅広
い教育活動を展開していた．そして 1974 （昭和 59） 年，初の職能団体である日本診療録管理士協会 （後
の日本診療情報管理士協会） を発足させ，初代会長に就任した．

4．学術活動と診療録管理普及基金の設立
会長就任後， 栗田は協会誌 『メディカルレコード』 を創刊し初代発行人となる．職能団体設立後は， 米

国の診療録管理業務視察， 日本の診療録管理学会に米国から講師の招聘を複数回行い， また厚生大臣に診
療録管理士の資格制度確立について要望書を作成するなど国際活動と地位向上にも精力的に関わった．

5．栗田静枝診療録管理普及基金の活動
1990 （平成 3） 年，栗田は築いた財産を基に公益信託栗田静枝診療録管理普及基金を設立した．活動
は主に年次研修会開催と海外研修・留学，国際学会への派遣である．晩年の栗田は日本診療録管理士協
会顧問，東京都病院協会診療録検討特別委員会（後の診療情報管理委員会）委員を務める等領域の発展
に寄与すると同時に，基金の活動を通じ後進の教育にも力を注いだ．

2011 （平成 24） 年 5月，栗田は慣れ親しんだ東京都中央区の施設で亡くなった．亡くなるまでも同区
にある聖路加国際大学で開催される年次研修会にはできる限り出席した．年次研修会は栗田の没後も継
続されており 2018年度までに 26回開催された．
日本には現在 3万人以上の診療情報管理士有資格者がいる．1名の実務者養成から始まった診療情報
管理だが，長い年月をかけて多くの理解者，協力者のもと発展をとげ，現在では医学医療，医療経営に
不可欠な領域となった．栗田は活動が主体であったため著作をはじめ栗田の足跡を示す資料はあまり残
されていない．しかしながら，栗田から指導を受けた実務者たちはその考えを引き継ぎ，これからも社
会に貢献する診療情報管理のあり方を探究し，診療情報管理分野の一層の発展に尽力するであろう．
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